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うか。 

 令和4年度に、高崎で鋳物師として活動し明治初期には歌川町の戸長を勤めたこともあ

る小林家から、500点ほどの史料をご寄贈いただきました。その中に歌川町成立の経緯を示

す古文書が残されていましたので紹介してみましょう（小林家所蔵資料№164-47）。 

 内容は「これまで字筏場と号してきたが、この度第五大区内小四区へ加入することとな

り、町名が無くては差し支えることもあるので、今後は歌川町を町名としたい」と地元住

民から第5大区の役所へ願い出たものです。古文書には付札（つけふだ）が貼られ、第5大区役

所からの返答が記されており、「願の通り今後は歌川町と称すること」が認められています。

付札とは、願書などの上部に回答を記して付さ

れた紙をいいます。 

 なお、大区・小区とは明治初期の地方制度で、

それまでの村を数か村まとめて小区を編制し

その上に大区を設置したもので、群馬県では明

治5年6月に22大区と247小区が設置されていま

す（『群馬県史』通史編7）。 

 この古文書の発見により、歌川町の成立が明

治5年7月であることが史料で裏付けられまし

た。 

 

 所蔵史料紹介（３） 岩鼻県庁の廻状 

富樫 昌明 

 令和5年度に八幡原の原田家文書を図書館へご寄贈いただきました。この中から史料を
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ご紹介させていただきます。 

 紹介する史料は岩鼻県庁か

ら出された廻状の写で、人相書

きなど4点の図が描かれていま

す。なお、写真にある通り史料

は2枚からなりそれぞれ文書番

号が付されていますが、内容的

に一つの古文書です（原田寿録

家文書№56・57）。 

 この廻状は、岩鼻県庁より岩

鼻町他9か所の肝煎名主（複数

の村を取りまとめている名主）

へ送られています。さらに肝煎

名主の一人である岩鼻町の道

太郎から周囲の村々へ回覧さ

れ、それを八幡原村の名主が書

き写したものです。 

 では内容を読んでみましょ

う。内容を要約すると「岩鼻県

下の岩鼻町に『徒場』を建て罪

人を置いておくこととなった。

罪人が万一心得違いを起こし

逃げ去り村々を立ち回るかも

しれないので、その際は速やか

に取り押さえて差し出すよう
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に。もし手向かいするようであれば打ち殺してもかまわない。罪人を見逃したり隠し置い

たりしたことが後日判明したら厳重な処置をするので、村人たちに漏れがないように申し

聞かせておくように」といったものです。その後ろに、人相書きと背中に「徒」と朱書さ

れた半天（半纏・はんてん）の図が描かれています。 

 では「徒場」とはどういった意味でしょうか。高校時代に日本史を勉強した人であれば

「五刑」という単語に覚えがある人もいるかもしれません。五刑とは古代律令制下におい

て律（現代でいう刑法）で定められた「笞 (ち)・杖 (じょう)・徒・流（る）・死（し）」の五つの

刑を指します。「笞」は鞭で、「杖」は杖で打つ刑。「流」は罪人を遠方や島へ流す刑。「死」は

死刑です。残る「徒」ですが、これは「ず」と読み現代でいう懲役刑に当たります。つま

り「徒場」とは刑務所・監獄を示しています。 

 この古文書は、庚午（かのえうま）年（明治3年・1870）に岩鼻監獄が設置されるに際し、岩

鼻県内の村々に囚人の外見上の特徴を伝え、万一脱獄があった場合に備えて対処法を指示

したものです。人相書きからは眉毛や髪の一部を剃り落としている様子が読み取れますが、

囚人に目立つ風体をさせることで逃走を防ぐ目的もあってのことと思われます。背中に

「徒」と朱書された半纏は今でいう囚人服ということになるでしょうか。 

 

     鈴木 一哉  高崎市立中央図書館・元高崎市史編さん近世部会調査員 

     富樫 昌明  高崎市立中央図書館・元高崎市史編さん近世部会調査員 
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執筆者紹介 

表紙写真解説  上野国群馬郡高崎新町並同町分砂賀町下横町絵図面 

                         〔安政4年（1857）／78×153㎝〕 

 高崎城下新町（現あら町）及び砂賀町・下横町の絵図。安政3年に作成された絵図を同4年に

写したもので、一筆ごとに奥行・間口と持主の名が記されています。 

 この絵図は新町で問屋年寄を務めた角田家に残されていたもので、絵図を含む角田家文書約

250点は高崎市立中央図書館へ寄贈され、同館ホームページにて目録・解題を公開しています（h

ttps://lib.city.takasaki.gunma.jp/viewer/info.html?id=1062&g=20）。また「酒井家家臣・

角田儀右衛門宛の感状」（「市史のひろば」第5号）において角田家文書の一部を紹介しています。 

 なお、本史料は群馬県立図書館ホームページ（https://www.library.pref.gunma.jp/）内の

「群馬県立図書館デジタルライブラリー」にて、高精細な画像を閲覧することができます。 
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